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【
マ
ラ
ヤ
大
学
】

マ
ラ
ヤ
大
学
の
学
生
が
司
会
を
務
め
て
く
だ
さ
り
、

明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
み
ま
し

た
。
ま
た
、
「
４
質
疑
応
答
、
交
流
」
の
時
間
に
は

大
学
所
在
地
や
大
学
の
良
い
と
こ
ろ
や
観
光
地
、
文

化
な
ど
気
に
な
る
こ
と
を
お
互
い
に
質
問
し
合
い
、

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
交
流
中
は
学
生
ど
う
し
で
積
極
的
に
声
を

掛
け
合
い
、
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
チ
ャ
ッ

ト
機
能
を
使
っ
て
、
同
時
進
行
で
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
る
一
面
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は

の
交
流
も
自
然
と
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

【
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
・
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
】

過
去
に
愛
媛
大
学
へ
の
短
期
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
卒
業
生
が
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

参
加
し
、
当
時
の
思
い
出
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に

つ
い
て
写
真
な
ど
を
交
え
て
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
希
望
者
で
ブ
レ

ー
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
を
作
成
し
、
学
生
同
士
で
自
由

に
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
間
も
盛
り
上
が
り
、

短
期
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
要
望
や
、
今
後
コ

ロ
ナ
禍
で
も
交
流
を
続
け
て
い
く
た
め
の
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

愛
媛
大
学
か
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ

ア
他
か
ら
の
留
学
生
も
参
加
し
、
愛
媛
大
学
へ
の
留

学
経
験
者
と
し
て
愛
媛
で
の
生
活
に
つ
い
て
語
っ
て

く
だ
さ
り
、
相
手
大
学
の
学
生
に
愛
媛
大
学
で
の
具

体
的
な
学
生
生
活
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
実
際
に
お
互
い

の
国
へ
行
き
来
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

互
い
の
現
状
に
つ
い
て
顔
を
見
な
が
ら
お
話
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
愛
媛
大
学
で
は
短
期
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継

続
し
て
行
い
、
関
係
大
学
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る

海
外
か
ら
の
渡
航
制
限
の
た
め
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
招
へ
い
が
実
施
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
に
よ
り
醸
成
さ
れ
た
海
外
の
送
出
し

機
関
と
日
本
の
受
入
れ
機
関
の
良
好
な
関
係
を
継
続
さ

せ
る
た
め
、
ま
た
新
た
な
交
流
に
向
け
た
準
備
の
た
め

に
、
各
機
関
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支

援
を
続
け
て
い
る
。
今
回
は
愛
媛
大
学
と
神
戸
大
学
が

実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。│

・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│

愛
媛
大
学
の
活
動
報
告

ア
ジ
ア
３
大
学
と
の
オ

ン

ラ
イ
ン
交
流
会

愛
媛
大
学
工
学
部
で
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
助
成
を
受
け
、
２
０
２

０
年
度
採
択
分
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
て
今
年
度
に
延
期
と
な
り
、
さ
ら
に
今
年

度
の
実
施
も
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
交
流
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
夏
に
各
大
学
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を

行
い
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ
ヤ
大
学
と
は
11
月
９
日
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
・
バ
ン
ド
ン
工

科
大
学
と
は
11
月
18
日
に
そ
れ
ぞ
れ
交
流
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
295
回

＝
特
別
連
載
＝

ガジャマダ大学の紹介

バンドン工科大学の紹介

マラヤ大学の紹介

安原　英明
（愛媛大学大学院
理工学研究科教授）

次
の
と
お
り
。

１

各
大
学
の
教

員
に
よ
る
挨
拶
、

大
学
紹
介

２

短
期
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
説

明
３

各
大
学
の
オ

ン
ラ
イ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー

４

質
疑
応
答
、

交
流
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で
、
愛
媛
大
学
・
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
で

き
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら

び
に
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
加
者
概
数
】

●
マ
ラ
ヤ
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

マ
ラ
ヤ
大
学
：
学
生
約
50
名
、
教
員
４
名

愛
媛
大
学
：
学
生
27
名
、
教
員
６
名

●
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
・
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
：
学
生
約
60
名
、
教
員
４
名

バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
：
学
生
約
60
名
、
教
員
７
名

愛
媛
大
学
：
学
生
19
名
、
教
員
４
名

神
戸
大
学
の
活
動
報
告

ス
リ
ラ
ン
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

農
科
大
学
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

昨
年
11
月
に
科
学
技
術
研
修
コ
ー
ス
「
環
イ
ン
ド

洋
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
農
業
環
境
工

学
技
術
研
修
」
を
実
施
予
定
の
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
昨
年
に
引
き
続
き
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
本
コ
ー
ス
の
来
年
度
へ
の
延
期
は
で
き
な
い

の
で
、
来
年
度
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

新
規
申
請
時
の
研
修
内
容
を
想
定
し
、
留
学
生
の
来

年
度
の
参
加
動
機
を
高
め
る
た
め
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
支
援

に
よ
り
、
２
０
２
１
年
11
月
18
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利

用
し
た
、
さ
く
ら
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
替
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
海
外
の
参
加
機
関

は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ル
フ
ナ
大
学
農
学
部
農
業
工
学
科
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学
農
業
工
学
部

お
よ
び
ア
ン
ダ
ラ
ス
大
学
農
業
技
術
学
部
で
す
。
神

戸
大
学
の
教
員
と
学
生
を
含
め
、
全
参
加
機
関
か
ら

１
０
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
土
佐
幸
雄
農
学
研
究
科
長
に
よ
る
神
戸

大
学
と
農
学
研
究
科
の
紹
介
、
農
学
研
究
科
教
務
学

生
係
準
事
務
員
の
堀
純
子
さ
ん
に
よ
る
神
戸
大
学
へ

の
留
学
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
研
修

コ
ー
ス
の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は

来
年
度
に
申
請
予
定
の
研
修
内
容
で
あ
り
ま
す
。
本

研
修
は
４
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ

う
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

・
伊
藤
博
通
教
授
：
人
工
気
象
機
内
で
栽
培
す
る
薬

草
の
成
長
を
画
像
解
析
に
よ
り
非
破
壊
で
計
測
す

る
手
法
に
つ
い
て
の
説
明
。

・
黒
木
信
一
郎
准
教
授
：
異
な
る
温
度
条
件
に
貯
蔵

し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
葉
の
脂
質
過
酸
化
物
や
抗
酸

化
酵
素
活
性
、
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｈ
ラ
ジ
カ
ル
消
去
能
を
計

測
し
、
鮮
度
保
持
効
果
の
定
量
的
な
評
価
を
行
う

手
法
に
つ
い
て
の
説
明
。

・
井
上
一
哉
准
教
授
と
鈴
木
麻
里
子
助
教
：
地
下
水

資
源
の
有
効
活
用
に
係
わ
る
日
本
特
有
の
地
下
ダ

ム
を
対
象
に
、
ポ
ー
ラ
ス
性
の
高
い
岩
石
と
ダ
ム

止
水
壁
の
物
性
推
定
や
強
度
特
性
の
計
測
に
つ
い

て
の
説
明
。

・
澤
田
豊
准
教
授
：
農
業
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
計

方
法
、
矢
板
を
用
い
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
施
工
方

法
と
そ
の
課
題
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
対
象
と
し
た

模
型
実
験
に
つ
い
て
説
明
。

次
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ
ー
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能

を
使
用
し
て
参
加
者
は
上
記
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

神
戸
大
学
学
生
に
よ
る
詳
細
な
実
験
の
説
明
お
よ
び

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

２
回
繰
り
返
し
た
の
で
参
加
者
は
最
大
２
つ
の
グ
ル

ー
プ
の
研
修
内
容
に
つ
い
て
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
教
員
と
学
生
の
違
い
を
問
わ
ず
非
常
に

活
発
な
質
疑
応
答
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
説
明
し
た
研
修
内
容
で
来
年
度
の
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
し
、
実
施
予
定

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
参
加
国
教
員
は
積
極
的
に

参
加
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
半

日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
来
年
度
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
動
機
が
高
ま
り
非
常
に
有
意
義
な
交
流

会
で
し
た
。

オンライン交流会

伊藤　博通
（神戸大学大学院
　農学研究科教授）




